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•手術による傷の安静を保つために、
装着します。

腕輪使用の目的

•プラスチックボトル
（お渡ししたもの 2セット…合計4枚）

•ひも（お渡ししたもの）

•はさみ

•穴あけパンチ

•布

必要物品

•口に手が届かないように､
肘が曲がらない長さと幅に調節します。

•プラスチックの先で、肌が傷つかないよ
う角を丸く切り、うでわ全面を布でカバー

します。
•ボトルと布に５ヶ所穴をあける。

ポイント 左腕 2 枚重ね 右腕 ２枚重ね 

プラスチックボトル（合計 4 枚） 



手 順 

肘 

＊病棟にて装着後調整する場合があります。 

½ 

①

•プラスチックボトル（4
枚）を脇の下から肘下(肘と
手首の中間)の長さに切る。

②

•プラスチックの角を丸く
切る。

③

•腕輪の幅は腕を通して
指が2本入る太さにする。

④ •2枚ずつ重ねて、穴あけパ
ンチで５か所に穴をあける。

⑤
•ボトルを2枚で1セット
とし、布をはりつけ、布
にも③と同様の位置に穴
をあける。

⑥ •穴に紐を通して完成。

•入院日に必ず持参して下
さい。

脇下 手首 中間 

½ 



まえ 

完 成 
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